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生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
施

行
規
則
の
改
正
に
伴
う
住
居

確
保
給
付
金
の
増
額
及
び
、

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給

付
金
基
本
給
付
の
再
支
給
を

実
施
す
る
に
当
た
り
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
５
０
２
３
万
７
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
３
２
５
億
７

７
７
５
万
２
千
円
と
す
る
も

の
。

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
関
す
る
意
見
聴
取

に
つ
い
て

　
任
期
満
了
と
な
る
中
西
弘

氏
を
引
き
続
き
人
権
擁
護
委

員
と
し
て
法
務
大
臣
に
推
薦

す
る
こ
と
に
異
議
な
い
旨
を

答
申
す
る
も
の
。

●
福
生
市
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
の
選
挙

　
議
会
の
選
挙
で
岩
﨑
澄
雄

氏
、
佐
藤
和
男
氏
、
原
紀
子

氏
、
春
日
葊
信
氏
の
４
名
を

選
出
。
（
指
名
推
選
）

●
福
生
市
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
補
充
員
の
選
挙

　
議
会
の
選
挙
で
西
敏
彦
氏
、

早
田
大
作
氏
、
厚
谷
ま
ゆ
み

氏
、
塚
原
悦
子
氏
の
４
名
を

選
出
。
（
指
名
推
選
）

※
意
見
書
は
、
下
段
お
よ
び

１
面
に
全
文
を
掲
載

●
福
生
市
都
市
計
画
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５

年
度
ま
で
の
各
年
度
の
都
市

計
画
税
の
税
率
の
特
例
を
定

め
る
も
の
。

●
福
生
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
国
民
健
康
保

険
税
の
減
額
に
係
る
所
得
の

基
準
を
改
め
る
ほ
か
、
長
期

譲
渡
所
得
に
係
る
課
税
の
特

例
に
関
す
る
規
定
等
を
整
理

す
る
も
の
。

●
福
生
市
道
路
占
用
料
徴
収

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
東
京
都
道
路
占
用
料
等
徴

収
条
例
の
一
部
改
正
に
準
じ

て
、
道
路
占
用
料
の
額
を
改

定
す
る
も
の
。

●
令
和
２
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
９
号
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
係
る
「
障
害
者

及
び
高
齢
者
福
祉
施
設
等
感

染
拡
大
防
止
対
策
支
援
事

業
」
の
実
施
、
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
事
業
の
中
止
・
延

期
及
び
契
約
額
の
確
定
に
伴

う
減
額
な
ど
を
実
施
す
る
に

当
た
り
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
４
２
９
７

万
７
千
円
を
追
加
し
、
３
２

５
億
２
７
５
１
万
５
千
円
と

す
る
も
の
。

　
歳
出
の
う
ち
、
社
会
福
祉

費
、
５
５
９
９
万
９
千
円
は
、

児
童
発
達
支
援
費
の
利
用
者

増
に
対
応
す
る
障
害
児
通
所

給
付
費
、
障
害
者
及
び
高
齢

者
福
祉
施
設
等
従
事
者
の
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
に
対
す
る
感

染
拡
大
防
止
対
策
支
援
事
業

補
助
金
な
ど
。
児
童
福
祉
費
、

１
６
６
５
万
１
千
円
は
、
熊

川
保
育
園
改
良
費
補
助
金
な

ど
。
保
健
衛
生
費
、
６
３
１

万
６
千
円
は
、
少
人
数
対
応

に
伴
う
回
数
増
に
よ
る
乳
幼

児
健
康
診
査
事
業
の
増
額
、

感
染
症
対
策
事
業
に
係
る
福

生
市
医
師
会
へ
の
地
域
外

来
・
検
査
セ
ン
タ
ー
運
営
体

制
確
保
支
援
補
助
金
な
ど
。

●
令
和
２
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

　
税
制
改
正
に
よ
る
住
民
税

の
基
礎
控
除
額
の
見
直
し
に

対
応
す
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム

改
良
を
行
う
必
要
が
生
じ
た

こ
と
か
ら
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
６
万
円

を
追
加
し
、
12
億
７
０
２
２

万
８
千
円
と
す
る
も
の
。

●
令
和
２
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
10
号
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
の
一
環
と
し
て
の
、

可
決
等
さ
れ
た
案
件（
要
旨
）

ひとり親のご家庭へ、大切なお知らせ

「ひとり親世帯臨時特別給付金」コールセンター

0120-400-903（受付時間：平日9:00～18:00）
※ 申請様式の入手方法や、支給時期、申請期限は、地方自治体によって異なります。
また、ご自身が支給が受けられるかどうかなどの詳細については、お住まいの市
区町村までお問い合わせください。

ひとり親世帯臨時特別給付金
「基本給付」再支給のご案内

ひとり親世帯の支援のため、基本給付の再支給を実施します！

１．支給対象者

■支給手続きについては裏面に掲載しています。必ずご確認ください。
＊支給要件など給付金に関する疑問は、下記コールセンターまでお電話ください。

■令和２年12月11日時点で、以下の①～③のいずれかに該当
する方として、既にひとり親世帯臨時特別給付金（基本給
付）の支給を受けている又は申請をしている方
① 令和２年６月分の児童扶養手当受給者
② 公的年金等を受給していることにより、令和２年６月分の児童扶養手当の
支給を受けていない方

（「公的年金等」には、遺族年金、障害年金、老齢年金、労災年金、遺族補償などが該当
します。）

③ 新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変するなど、収入が
児童扶養手当を受給している方と同じ水準となっている方

※ 令和２年12月11日時点で未だ基本給付の申請を行ってい
ない方で、同日以降に基本給付の申請を行う方は、再支給分
の基本給付について併せて申請を行うことで、支給が受けら
れます。

２．支給額

１世帯当たり５万円、第２子以降１人につき３万円

▲�ひとり親世帯臨時特別給付金「基本
給付」再支給のご案内（厚生労働省）

●
国
会
に
お
け
る
憲
法
論
議
の
推
進
と
広

く
国
民
的
議
論
の
喚
起
を
求
め
る
意
見
書

提
出
に
関
す
る
陳
情
書

■
反
対

　

陳
情
で
は
、
大
規
模
災
害
や
感
染
症
対

策
な
ど
直
面
す
る
諸
課
題
に
的
確
に
対
応

す
る
た
め
と
し
て
い
る
が
、
憲
法
に
問
題

が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、
何
と
し
て
も

憲
法
９
条
を
変
え
、
自
衛
隊
を
正
式
に
軍

隊
と
し
て
書
き
込
み
た
い
狙
い
が
透
け
て

見
え
る
こ
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
深
刻
な
時
期
に
憲
法
審
査
会
を
動
か

す
こ
と
は
、
国
民
の
関
心
が
高
ま
ら
な
い

う
ち
に
決
め
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
こ
と

か
ら
、
本
陳
情
に
反
対
す
る
。

■
反
対

　

日
本
国
憲
法
は
小
さ
な
憲
法
と
い
わ
れ
、

大
枠
を
定
め
て
お
り
、
陳
情
書
で
示
さ
れ

て
い
る
よ
う
な
事
柄
に
つ
い
て
は
、
憲
法
の

範
囲
内
で
法
律
を
定
め
対
応
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
憲
法
に
つ
い
て
は
、
考
え
方
や

立
場
を
超
え
て
幅
広
く
議
論
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
国
会
や

政
府
に
喚
起
や
周
知
を
求
め
る
の
で
は
な

く
、
主
権
者
で
あ
る
国
民
が
議
論
の
場
を

作
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
陳
情
に
反
対
す
る
。

●
福
生
第
三
市
営
住
宅
に
平
穏
で
円
満
な

住
環
境
を
求
め
る
陳
情
書

■
賛
成

　

陳
情
書
に
は
、
複
数
の
方
の
事
例
と
し

て
、
生
活
妨
害
行
為
が
具
体
的
に
12
個
記

載
さ
れ
、
10
名
以
上
の
方
が
陳
情
者
に
名

を
連
ね
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
な
り
の
行

為
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
の

が
妥
当
で
あ
る
。

　

ま
た
、
当
事
者
間
の
問
題
と
し
て
市
は

関
係
な
い
と
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、

市
と
し
て
積
極
的
に
動
い
て
こ
の
問
題
を

早
急
に
解
決
し
よ
う
と
す
る
の
は
当
然
で

あ
る
た
め
、
本
陳
情
に
賛
成
す
る
。

討　
論

陳
　
情

　

結
論
の
付
い
た
陳
情
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◆
採
択

○
国
会
に
お
け
る
憲
法
論
議

の
推
進
と
広
く
国
民
的
議
論

の
喚
起
を
求
め
る
意
見
書
提

出
に
関
す
る
陳
情
書
（
２‐

４
号
）

◆
不
採
択

○
福
生
第
三
市
営
住
宅
に
平

穏
で
円
満
な
住
環
境
を
求
め

る
陳
情
書
（
２‐５
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　

本
陳
情
に
つ
い
て
は
、
陳

情
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
騒
音
、
迷
惑
行
為
等
の

内
容
に
つ
い
て
、
市
で
は
そ
の

事
実
を
確
認
で
き
て
は
お
ら

ず
、
当
事
者
間
の
問
題
は
民

事
と
の
認
識
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
意
に
沿
い
難
い
。

　

11
月
16
日
に
令
和
２
年
第
２
回
臨
時
会

が
開
催
さ
れ
、
議
案
１
件
を
審
議
し
、
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
令
和
２
年
度
福
生
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
８
号
）

　

令
和
２
年
６
月
８
日
か
ら
令
和
３
年
１

月
31
日
ま
で
の
期
間
で
実
施
す
る
「
事
業

継
続
応
援
金
給
付
事
業
」
に
つ
い
て
、
想

定
を
上
回
る
申
請
が
あ
り
予
算
不
足
の
恐

れ
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
４
０
０
４
万
６
千
円

を
追
加
し
、
３
２
４
億
８
４
５
３
万
８
千
円

と
す
る
も
の
。

　

11
月
30
日
に
令
和
２
年
第
３
回
臨
時
会

が
開
催
さ
れ
、
議
案
５
件
を
審
議
し
、
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
福
生
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用

及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

東
京
都
の
給
与
改
定
に
準
じ
て
、
特
定

任
期
付
職
員
の
期
末
手
当
の
支
給
割
合
を

改
定
す
る
と
と
も
に
、
令
和
２
年
12
月
期

の
期
末
手
当
の
支
給
割
合
の
特
例
を
定
め

る
も
の
。

●
福
生
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
、

費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

会
計
年
度
任
用
職
員
に
支
給
す
る
令
和

２
年
12
月
期
の
期
末
手
当
の
支
給
割
合
の

特
例
を
定
め
る
も
の
。

●
福
生
市
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

市
長
等
に
支
給
す
る
期
末
手
当
の
支
給

割
合
を
改
定
す
る
と
と
も
に
、
令
和
２
年

12
月
期
の
期
末
手
当
の
支
給
割
合
の
特
例

を
定
め
る
も
の
。

●
福
生
市
の
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

東
京
都
の
給
与
改
定
に
準
じ
て
、
一
般

職
の
職
員
の
期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
改

定
す
る
と
と
も
に
、
令
和
２
年
12
月
期
の

期
末
手
当
の
支
給
割
合
の
特
例
を
定
め
る

も
の
。

●
福
生
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

市
議
会
議
員
に
支
給
す
る
期
末
手
当
の

支
給
割
合
を
改
定
す
る
と
と
も
に
、
令
和

２
年
12
月
期
の
期
末
手
当
の
支
給
割
合
の

特
例
を
定
め
る
も
の
。

臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

日
本
国
憲
法
は
、
昭
和
22
年
５
月
３
日
の
施
行
以
来
、

国
民
主
権
、
平
和
主
義
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
の
三
原
則

の
も
と
、
我
が
国
の
発
展
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き

た
。
こ
の
三
原
則
は
現
行
憲
法
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ

り
、
今
後
も
堅
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

現
憲
法
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
の
73
年
間
一
度
も
改
正

が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
間
、
我
が
国
を
め
ぐ
る
内
外

の
諸
情
勢
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
れ

ば
、
憲
法
に
つ
い
て
は
国
家
の
基
本
法
と
し
て
、
国
民
の

安
全
を
確
保
し
、
切
迫
性
が
高
ま
っ
て
い
る
首
都
直
下
型

地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
大
規
模
災
害
等
へ
の
対
応
、

さ
ら
に
、
現
下
の
緊
急
的
問
題
で
あ
る
新
型
ウ
イ
ル
ス
な

ど
の
感
染
症
対
策
な
ど
直
面
す
る
諸
課
題
に
的
確
に
対
処

し
得
る
内
容
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

中
、
国
会
で
は
、
平
成
19
年
の
国
民
投
票
法
の
成
立
に
伴

い
、
憲
法
審
査
会
が
設
置
さ
れ
、
憲
法
論
議
が
始
め
ら
れ

た
が
、
実
質
的
審
査
は
遅
々
と
し
て
進
ん
で
な
い
状
況
で

あ
る
。
国
家
の
基
本
規
定
で
あ
る
憲
法
は
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
国
会
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
主
権
者
で
あ
る
国

民
が
幅
広
く
議
論
し
、
そ
の
結
果
が
反
映
さ
れ
る
べ
き
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
福
生
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政
府
に
対
し
て
、

国
の
責
任
に
お
い
て
日
本
国
憲
法
に
つ
い
て
の
活
発
か
つ

広
範
な
議
論
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
国
民
的
な
議
論
を

喚
起
す
べ
く
、
広
く
周
知
を
図
る
こ
と
を
強
く
要
請
す
る
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を

提
出
す
る
。

（
提
出
先　
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
法
務
大
臣
、
衆

議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
）

議
員
提
出
議
案
第
１
号

国
会
に
お
け
る
憲
法
論
議
の
推
進
と

広
く
国
民
的
議
論
の
喚
起
を
求
め
る
意
見
書


